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ラット水浸拘束ストレス潰瘍形成に及ぼす外側視床下部の役割

奥村利勝
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ラット水浸拘束ストレス漬傷形成に

及ぼす外側視床下部の役割

奥村利勝＊

ストレスにより胃に潰傷性病変が形成される

ことは，臨床的，基礎的によく知られておりま

す．このメカニズムを解明するため，我々はス

トレス反応の主座である中枢神経系に着目し，

胃を支配する迷走神経の起始細胞である延髄迷

走神経背側核(ＤＭＮ)細胞群の長時間にわたる

過興奮が胃潰傷形成に重要な役割を果たすこと

を報告してきました'-3)．一方,迷走神経背側核

に直接軸索を投射する起始細胞は，神経解剖学

的な研究から，大脳皮質，辺縁系，視床下部諸

核などの広い範囲に存在することが明らかにさ

れ，これらの部位は迷走神経背側核の細胞の活

動を調節し，胃潰傷の形成に何らかの影響を与

えることが考えられます(図１）．そこで本研究

では，迷走神経背側核に軸索を投射する部位の

一つである外側視床下部に注目し，この部の胃

潰傷形成に及ぼす影響を水浸拘束ストレスモデ

ルを用いて検討しました．

実験には体重が180～2009のWistar系雄性

ラットを使用し，外側視床下部破壊群と，コン

トロールとしての視床破壊群の２群を作成しま

した(図２）．脳組織破壊は，ネンブタール麻酔

下に脳定位固定装置に装着後,Paxinos＆Wat‐

Sonのアトラスを参照して，径50ﾉαのステンレス

電極を脳組織に刺入しました｡電極を通じ50"Ａ

のＤＣカレントを20秒間通電しダ目的部位を両

側性に破壊しました．手術後の回復を侍って，
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図１
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高木らの方法により５時間の水浸拘束ストレス

を負荷しました．

脳組織破壊部位は，全実験終了後，図３に示

すように破壊部位を組織学的に検討し，適切な

領域が破壊されているものを解析の対象としま

した．

脳組織破壊後，水浸拘束負荷前のラット胃粘
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